
記者発表資料 平成２１年１０月１４日
国土交通省東北地方整備局

秋田河川国道事務所

○調査実施日及び調査場所（本年度の最終調査予定）
日時　：　平成２１年１０月１６日（金）　午前９時から１２時頃まで
場所　：　秋田市新屋舟場町地内　三角沼　（旧雄物川）　【別紙位置図】

○調査実施内容

※外来魚とは・・・

国土交通省　東北地方整備局　秋田河川国道事務所

高橋　淳 （内線２０４）

天野　厚毅 （内線３５１）

多様な魚種が生息する『三角沼（旧雄物川）』で魚類調査を行います。

　本来、その地域には生息しておらず、他の場所から人の手によって持ち込まれ、住み着いてし
まった魚種で、代表的なものにブラックバス（オオクチバス・コクチバス）やブルーギルが挙げられ
ます。
　外来魚は、生態系を破壊し、従来から生息している在来魚に大きな影響を与えるため、特定外
来生物法（特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律）の中で、その飼育や
運搬、保管などを禁止しております。さらに、秋田県では、県内の湖沼・河川でブラックバスやブ
ルーギルをリリース（再放流）することについても禁止しております。

＜発表記者会 ： 秋田県政記者会＞

～在来魚・外来魚の生息実態を確認～

　秋田河川国道事務所では、この『三角沼』に生息する在来魚や外来魚の生息実態を把握
し、雄物川の河川環境保全や川づくりの参考とするために、平成１３年度から採捕調査を実施
しており、今年度も、オオクチバスの実態を把握するため、採捕調査を実施しています。

　調査手法としては、できるだけ多くの魚種を採捕するという観点から、刺網、定置網、地曳網、
投網、タモ網、サデ網などによる多様な漁具を用いて行います。また、採捕したオオクチバスの成
魚については、胃の内容物も確認します。
　本年度の夏季調査(７月１日～３日)結果：オオクチバス １４尾　採捕

　雄物川の分派施設である新屋水門の横に位置する通称『三角沼（旧雄物川のワンド）』は、
雄物川本川に生息する魚類の産卵場及び洪水時の避難場として、魚類にとって重要なオアシ
スとなっております。しかし、近年では外来魚であるオオクチバスの生息も確認されるようにな
りました。

住所 ： 秋田市山王一丁目１０－２９　　電話 ： ０１８－８２３－４１６７（代表）

副所長（河川担当）

調査第一課長

お問い合わせ先

新屋水門

採捕調査地点
三角沼（ワンド）

旧雄物川

雄物川本川 夏季調査で採捕したオオクチバス
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